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Test of English as a Foreign Language

Test of English as a Foreign Language

−12−



Test of English for International Communication

Test of English as a Foreign Language

Test of English as a Foreign Language

Test of English as a Foreign Language

Test of English for International Communication

Test of English as a Foreign Language

Test of English as a Foreign Language

Test of English as a Foreign Language
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(4 )
( )

(4 )

1. 29 (4 )
39 76 ( ) 25 49

( )
2. ( )

29 57 (
4 8 )

(4 ) 29 57
( )

3.

(6 ) ( 39 76 )
23 (6 )

12

4
    OSCE CBT

4.
a) :

OSCE CBT
b) :

OSCE CBT
5.
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ここまでで29科目57単位
が修得可能

4年次薬学科開講科目（10
科目19単位）のうち、4科
目（1セメスター2科目）
履修可能

前期

後期

前期

後期
修論準備等のため、履修
は推奨しない。

前期
ここで、指定科目全ての
単位取得。(39科目、 76
単位)

後期 OSCE, CBT受験
薬学科
4年次後期開講

Ｍ２

専
修
1
年
次

　
　
1
年
次

博
士
後
期
課
程

  2  10 科目、
4  19 単位

実務実習事前教育Ⅲ
4 単位

3年次まで 25科目、49単位（4年次まで
の 最低条件）
※但し、本学部卒業後、他大
学大学院へ進学した者は、29
科目、57単位取得が必須とな
る。4年次

薬学科
4年次配当科目

Ｍ１

4科目、8単位(博士前期課程
の2年間で取得できる最高の
単位数)

4科目8単位まで履修可
能、ただし後期開講科目
はM1後期までに取得する
こと

 科目等履修生医療薬学専修コースおよび博士後期課程特別聴講コース
(4 + 2 + 2 システム) の概要 （平成24年度以降学部入学者）

規　定
備　考 薬学科との対応

年次 科目数、単位数

専
修
2
年
次

国家試験受験資格の申請
(実務実習の実施時期によ
り3年次となる場合あり）

薬学科
5年次
実務実習
6年次
国家試験

博士後期課程修了

　
　
2
年
次

博
士
後
期
課
程

病院実務実習 10単位
薬局実務実習 10単位

　
 
3、

4
年
次

博
士
後
期
課
程

尚、専修コース、あるいは博士後期課程特別聴講コースにおいては、1年次に、総合薬学演習
を、また1、2年次を通じて、臨床薬学演習Ⅰ～Ⅳ（薬学科5, 6年次配当）を履修可とするが、
必要要件とはしない。
※他大学大学院に進学した場合、博士前期課程在学中に取得すべき4科目8単位の履修が不可能
となるため。
※専修コース、博士後期課程特別聴講コースの1年次後期には、実務実習事前教育しか履修でき
ないので、予め、注意して履修計画をたてること。

課題研究等を履修

程
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全て選択I 、II。
これらの取得は前
提としたい。

創薬科学科4年次配
当 (選択Ⅱ)
これ以外に要件外
として4科目可(推
奨しない)

前期

後期
　診断治療学
（後期開講）

前期

後期
修論準備等のた
め、履修は推奨し
ない。

前期
ここで、指定科目
全ての単位取得。
(39科目、 76単位)

後期 OSCE, CBT受験
薬学科
4年次後期開講

     科目等履修生医療薬学専修コースおよび博士後期課程特別聴講コース
(4 + 2 + 2 システム) の概要（平成23年度以前学部入学者）

規　定 推　奨
備　考

24科目、47単位

4年次 5科目、10単位

薬学科
4年次配当科目

Ｍ１

4科目、8単位
(博士前期課程の2年
間で取得できる最高
の単位数)

2科目、4単位

1科目、2単位

実務実習事前教育
1～5

計 8 単位

実務実習事前教育
1～5

計 8 単位

  2  10 科目、
4  19 単位

6科目、11単位

薬学科との対応
年次 科目数、単位数 科目数、単位数

3年次まで
25科目、49単位
（4年次までの 最低
条件）
※但し、本学部卒業
後、他大学大学院へ
進学した者は、29科
目、57単位取得が必
須となる。

博

Ｍ２

1科目、2単位

0科目、0単位

専
修
1
年
次

　
　
1
年
次

博
士
後
期
課
程

専
修
2
年
次

国家試験受験資格
の申請
(実務実習の実施時
期により3年次とな
る場合あり）

薬学科
5年次
実務実習
6年次
国家試験

博士後期課程修了

　
　
2
年
次

博
士
後
期
課
程

病院実務実習 10単位
薬局実務実習 10単位

病院 薬局実務実習
計 20単位

　
 
3、

4
年
次

博
士
後
期
課
程

課題研究等を履修

尚、専修コース、あるいは博士後期課程特別聴講コースにおいては、1年次に、総合薬学演習Ⅰ、Ⅱ、

および有機化学演習 (薬学科4年次配当) を、2年次に、総合薬学演習A, B および有機化学演習Ⅱ（薬

学科6年次配当）を、また1、2年次を通じて、臨床薬学演習Ⅰ～Ⅳ（薬学科5, 6年次配当）を履修可と

するが、必要要件とはしない。

※他大学大学院に進学した場合、博士前期課程在学中に取得すべき4科目8単位の履修が不可能となるた

め。

※専修コース、博士後期課程特別聴講コースの1年次後期には、実務実習事前教育しか履修できないの

で、予め、注意して履修計画をたてること。
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